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オートファジーによる新たなタンパク質分泌メカニズムを発見 
 

【ポイント】 

〇パーキンソン病原因遺伝子ＰＡＲＫ７がコードするタンパク質ＰＡＲＫ７/ＤＪ-１が分泌性オートリソソームによ

る非典型的な分泌機構により細胞外へ分泌された。 

〇分泌性オートリソソームと細胞膜の融合に必要な膜融合タンパク質である特定のSNARE複合体を見出した。 

〇オートファジー機構を介して分泌されるタンパク質が関連する疾患に対して、治療戦力の構築に役立つ可能性が期

待される。 

 

【概要】 

通常、水溶性のタンパク質が脂質で出来た細胞膜を超えて細胞外に分泌されるためには、小胞体や分泌小胞を経由し

て分泌されます。一方、細胞質に存在するタンパク質が分泌される経路は非典型的分泌経路と呼ばれますが、どのよう

な機構で分泌されるかは不明な点が多く残されていました。 

今回、同志社大学大学院生命医科学研究科 教授 浦野泰臣、教授 野口範子、助手Biplab Kumar Dashらの研究グル

ープは、パーキンソン病やがん患者で血液中に分泌されることが知られるＰＡＲＫ７/ＤＪ-１というタンパク質が、酸

化ストレス下においてオートファジー機構を利用して分泌されることを示しました。特にリソソームオートリソソー

ムの融合がＰＡＲＫ７の細胞外への分泌に重要であることを新たに発見し、“分泌性オートリソソーム”という概念を

提案しました。またシャペロン介在性オートファジーと呼ばれる機構によりＰＡＲＫ７はリソソーム内に運ばれるこ

とや、分泌性オートリソソームと細胞膜の融合に必要な膜融合タンパク質であるＳＮＡＲＥ複合体の新しい組み合わ

せも見出しました。 

これらの成果は、オートファジーによるタンパク質の分泌機構に着目した神経変性疾患やがん等の新規治療法への

応用に役立つことが期待されます。 

【図1 オートファジーを介したＰＡＲＫ７/ＤＪ-１の分泌機構の概略図】 
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【本研究に関するお問い合わせ先】 

同志社大学大学院 生命医科学研究科 教授 浦野 泰臣 

TEL:0774-65-6260 

E-mail: yurano@mail.doshisha.ac.jp 

 

本件については、EurekAlert!および、Organization for Research Initiatives & Development Doshisha 

University(同志社大学 研究・産官学連携 英語版サイト)でも掲載しております。 

EurekAlert! 

https://www.eurekalert.org/news-releases/1084893 

Organization for Research Initiatives & Development Doshisha University 

https://research.doshisha.ac.jp/news/news-detail-76/ 
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